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県議会ホームページにて
一般質問の中継録画を視聴できます
県議会HPにて過去分も含め、各議員一般
質問の全録画を視聴できます。

表紙写真背景について
「新聞少年」像：雨や雪の日も朝早くから新聞を配達する新聞少年の苦労を称えた像。大分市内に多くの作品を残す彫刻家・長谷秀雄氏の作
品で、株式会社マリーンパレスが創業15周年記念事業として昭和54年に大分市へ寄贈したものである。

高
たか

橋
はし

　　肇
はじめ

（臼杵市）

代表質問
　

流
動
的
で
不
安
定
な
国
際
情
勢
の

中
で
、
佐
藤
知
事
が
ど
の
よ
う
な
か

じ
取
り
を
行
う
の
か
、「
県
政
の
め

ざ
す
方
向
性
」「
県
民
の
安
心
・
安
全
」

「
防
災
・
減
災
」
や
「
教
育
行
政
」

等
に
つ
い
て
、
佐
藤
知
事
他
執
行
部

に
質
し
ま
し
た
。

県
政
の
め
ざ
す
方
向
性

に
つ
い
て

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ

ン
へ
の
攻
撃
、
終
わ
り
の
見
通
し
が

な
い
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻
撃

な
ど
世
界
が
「
戦
争
」
へ
と
傾
く
中
、

国
際
情
勢
が
大
分
県
政
に
与
え
る
影

響
等
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

知
事
答
弁

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
追
加
関
税
措

置
は
、
米
連
邦
最
高
裁
の
違
憲
判
決

で
不
確
実
性
が
再
度
高
ま
っ
て
い
る
。 

ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
政
府
が
対
日
圧

力
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
特
定
の
国
や
地
域
に
依
存
し
な

い
多
角
化
を
推
進
す
る
。
お
お
い
た

和
牛
の
Ｅ
Ｕ
輸
出
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
へ
の
展
示
会
出
展
な
ど
、
輸
出
先

国
の
多
角
化
を
支
援
す
る
。
ま
た
、

国
際
交
流
や
相
互
理
解
を
進
め
、
万

博
を
契
機
に
交
流
が
進
ん
だ
国
や
地

域
と
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
る
。
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
も
努
め

る
。県

民
の
安
心
・
安
全
に

つ
い
て

　

日
本
も
ま
た
、「
台
湾
有
事
」
を

想
定
し
た
武
器
の
装
備
を
強
化
し
、

大
分
市
に
も
「
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
」

が
増
設
さ
れ
、
湯
布
院
に
は
ミ
サ
イ

ル
連
隊
が
配
備
さ
れ
た
。
ミ
サ
イ
ル

弾
薬
庫
は
有
事
の
際
は
、
真
っ
先
に

標
的
と
な
る
。
避
難
計
画
な
ど
、
大

分
市
と
の
連
携
を
し
た
取
り
組
み
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

知
事
答
弁

　

地
元
住
民
が
他
国
軍
と
の
訓
練
に

対
し
、
負
担
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
訓
練
が

日
出
生
台
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
国

に
訓
練
計
画
の
情
報
開
示
と
安
全
管

理
の
徹
底
を
要
請
し
て
い
る
。
米
軍

実
弾
射
撃
訓
練
に
対
す
る
本
県
の
ス

タ
ン
ス
は
、
将
来
に
わ
た
る
縮
小
・

廃
止
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

　

昨
年
の
佐
賀
関
大
規
模
火
災
で
、

多
く
の
命
が
守
ら
れ
た
の
は
、
日
頃

か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
か
ら
。
１
～
２
月

に
、
会
派
で
２
０
１
６
年
に
糸
魚
川

市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
の
復
興

事
例
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
防
災
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
と
国
・
県
・
市

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
た
。
日
頃
か
ら
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成
す
る
視
点
を

含
め
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け

て
ど
う
取
り
組
む
か
。

知
事
答
弁

　

現
在
、
自
主
防
災
組
織
の
世
帯
カ

バ
ー
率
は
96
・
４
％
と
、
全
国
平
均

の
85
・
４
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
活
動
の
活
性
化
を
図
り
つ
つ
、

地
域
防
災
力
の
更
な
る
強
化
に
取
り

組
む
。
ま
ず
は
、
地
域
で
の
防
災
訓

練
等
の
実
施
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進

ん
だ
地
域
や
住
民
の
つ
な
が
り
が
希

薄
な
地
域
で
は
、
防
災
学
習
会
の
開

催
を
促
し
て
い
る
。
県
で
は
、
来
年

度
か
ら
高
校
生
防
災
士
の
養
成
に
も

取
り
組
む
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

大
分
県
の
公
立
小
中
学
校
で
は
、

「
学
力
テ
ス
ト
」
が
、
全
国
と
県
と

市
と
市
町
村
ご
と
に
年
３
回
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
実
態
は
、
学
力
競
争

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
現
在
、
現
場

の
先
生
方
は
授
業
等
で
疲
労
困
憊
し

て
い
る
。
加
え
て
、
学
力
テ
ス
ト
が

子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
の
楽
し
さ
」

を
阻
害
し
て
い
な
い
か
。
悉
皆
で
は

な
く
抽
出
、隔
年
で
も
よ
い
の
で
は
。

公
表
の
廃
止
も
検
討
す
べ
き
。

教
育
長
答
弁

　

近
年
、
本
県
で
は
学
力
下
位
層
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
個
々
の
学
習
状

況
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
が
課
題
。

悉
皆
で
毎
年
実
施
す
る
こ
と
で
、
客

観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
個
に
応
じ
た

支
援
が
可
能
と
な
る
。
結
果
の
公
表

に
つ
い
て
は
、
点
数
の
み
を
示
す
の

で
は
な
く
、
解
答
状
況
や
課
題
に
対

す
る
指
導
事
例
な
ど
を
示
し
、
学
び

の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、【
中
小
企
業
の

Ｄ
Ｘ
の
推
進
】【
本
県
の
農
業
戦
略
】

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】【
手
話
通
訳
者

の
確
保
と
育
成
】【
横
断
歩
道
で
の

運
転
マ
ナ
ー
の

向
上
】
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。


